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する協定」を結び，双方に International Cooperative Center Office（ICCO）を設けた。その後 2010 年及























和漢医薬学総合研究所はチュラロンコン大学薬学部と 2010 年に，双方に International Cooperative 
Center（ICC）を設置する覚書を締結し，ICC を拠点として学術交流を行っている。以下に 2019 年度の
活動実績を列記する。 
1) 学術交流 
・2019 年 6 月 1 日～6 月 5 日：早川芳弘教授（病態生化学分野）がチュラロンコン大学を訪問し，3 月
に開催予定のジョイントシンポジウムの打合せを行うと共に，ダブルディグリープログラムについても
協議した。 
・2019 年 9 月 17 日～12 月 6 日：早川芳弘教授（病態生化学分野）の研究室にてチュラロンコン大学薬
学部学生 3 名を受け入れ，研究の体験実習（インターンシップ）を実施した。 
・2020 年 1 月 14 日～3 月 31 日：早川芳弘教授（病態生化学分野）の研究室にてチュラロンコン大学薬




和漢医薬学総合研究所はカイロ大学薬学部と 2011 年に，双方に International Cooperative Center Office
（ICCO）を設置する覚書を締結した。以下に 2019 年度の活動実績を列記する。 
1) 学術交流 
・2019年11月27日：森田洋行教授（天然物化学分野）がカイロ大学を訪問し，カイロ大学薬学部MESELHY 
Meselhy Ragab 教授，Essam Abdel-Sattar 教授，Ali Mahmoud El Halawany 准教授と学術交流及び共同研究
に関する打ち合わせを行った。Ali Mahmoud El Halawany 准教授とは引き続き共同研究が進行中である。
また，Essam Abdel-Sattar 教授と Ali Mahmoud El Halawany 准教授との共同研究成果を一報の論文として
報告した。さらに，2019 年 4 月から，Ali Mahmoud El Halawany 准教授の学生を本学大学院医学薬学教
育部の博士後期課程の大学院生として受け入れた。 
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